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市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
一
環
と
し
て
、

こ
と
し
の
四
月
か
ら
、
公
民
館
や
福
祉
会
館
な
ど
公
共

施
設
の
一
部
を
通
年
開
館
し
て
い
ま
す
。
十
月
か
ら
は
、

納税・納付は便利な口座振替で

●国民健康保険料（第３期）
●介護保険料　　　（第３期）

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
生
涯
学
習
に
接
す
る
機
会

を
広
げ
て
も
ら
お
う
と
、
十

月
か
ら
図
書
館
と
博
物
館
の

開
館
日
な
ど
を
増
や
し
ま

す
。図

書
館
で
は
夜
間
と
祝
日

を
開
館
し
、
博
物
館
で
も
祝

日
を
開
館
し
ま
す
。
ま
た
、

両
館
と
も
年
始
は
一
月
五
日

か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

仕
事
帰
り
や
祝
日
を
利
用

し
て
、
最
寄
り
の
図
書
館
で

読
書
、
あ
る
い
は
趣
味
の
時

間
を
広
げ
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

な
お
、
開
館
時
間
や
休
館

日
の
詳
し
い
変
更
内
容
は
別

表
の
と
お
り
で
す
。

地
域
の
人
々
の
生
活
を
知

る
た
め
、
人
の
話
を
聞
き
、

書
き
と
め
る
こ
と
を
「
聞
き

書
き
」
と
い
い
ま
す
。

博
物
館
で
は
、
よ
り
多
く

の
「
聞
き
書
き
」
を
残
そ
う

と
、市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
聞

き
書
き
の
会
」
の
協
力
を
得

て
、
電
化
製
品
に
ま
つ
わ
る

話
題
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
暮
ら
し
ぶ
り
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
、
私
た

ち
の
生
活
を
支
え
て
き
た
懐

か
し
い
電
化
製
品
の
話
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
話
題
の

20
分
�
16
時
20
分
〜
20
時
20

分
（
�
〜
�
の
シ
フ
ト
勤
務
）

※
相
談
可
▽
時
間
給
＝
７
７

０
円
（
交
通
費
別
途
支
給
）

▽
応
募
資
格
＝
18
歳
以
上
の

方
※
司
書
資
格
の
有
無
を
問

設
立
を
機
に
、
毎
年
一
カ
所

ず
つ
公
共
施
設
を
回
り
、
老

朽
化
で
塗
装
が
剥
げ
て
い
る

個
所
な
ど
の
塗
り
直
し
を
行

っ
て
い
る
も
の
。
こ
と
し
は
、

森
の
図
書
館
の
テ
ラ
ス
と
周

囲
の
手
す
り
の
塗
装
に
十
二

人
の
職
人
さ
ん
が
汗
を
流
し

ま
し
た
。

気
温
三
十
度
を
超
す
猛
暑

の
中
、
手
際
よ
く
作
業
を
進

め
、
夕
方
に
は
見
違
え
る
ほ

ど
き
れ
い
な
テ
ラ
ス
に
塗
り

替
え
ら
れ
ま
し
た
。

い
ま
せ
ん
▽
募
集
人
員
＝
12

人
▽
応
募
方
法
＝
履
歴
書
を

持
参
の
上
、
中
央
図
書
館
へ

□問
中
央
図
書
館
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／
博
物
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１
５
９
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３
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電化製品の話題は博物館へ
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暮
ら
し
の
記
録
を
後
世
に

懐
し
い
電
化
製
品
の
話
を
募
集

市議会
第3回定例会

公民館では、「子どもの
居場所」をテーマに家庭教
育講演会を開催します。講
師の話のほかに、３人の体
験談を交えた講演会です。
子ども自身が、自分を大切にしながら自
信を持って生活できる「居場所づくり」に
ついて、一緒に考えてみませんか。
▽日時＝９月20日�13時30分～16時30分
▽場所＝南流山センター▽講師＝奥地圭子
さん（ＮＰＯ法人東京シューレ主宰）▽参
加費＝無料▽申し込み＝当日直接会場へ※
２歳～就学前児の一時保育あり、先着10人、
要電話予約
□問文化会館�７１５８－３４６２

2日に開会

防災行政無線で夕方流れる「家路」のメロディーが、きょうから午後５時に流れます
□問総務課�７１５０－６０６７

市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局

で
は
、
市
文
化
会
館
の
開
館

三
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、

「
俳
句
王
国
」
の
テ
レ
ビ
公

開
録
画
を
行
い
ま
す
。
観
覧

希
望
の
方
は
お
申
し
込
み
を
。

▽
番
組
名
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句

王
国
▽
日
時
＝
10
月
９
日
�

13
時
40
分
〜
15
時
30
分
▽
場

所
＝
文
化
会
館
▽
出
演
＝
板

倉
卓
人
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
俳

人
・
神
野
紗
希
さ
ん
ほ
か
▽

観
覧
申
し
込
み
＝
図
の
よ
う

に
記
入
し
、
９
月
16
日
（
必

着
）
ま
で
に
郵
送
※
自
作
の

俳
句
な
し
で
も
応
募
で
き
ま

す
▽
対
象
／
定
員
＝
小
学
生

以
上
／
１
０
０
０
人
（
多
数

抽
選
）

□問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
�

０
４
３
―

２
２
７
―

７
３
１

１
（
平
日
10
時
〜
18
時
）
／

文
化
会
館
�
７
１
５
８
―

３

４
６
２

俳
句
王
国
の
公
開
録
画

観
覧
希
望
者
を
募
集

図
書
館
の
運
営
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
協
力
し
て
い
る
団

体
が
流
山
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
栞
」
で
す
。

図
書
館
の
本
の
整
理
や
子
ど

も
た
ち
へ
の
本
の
読
み
聞
か

せ
、
周
辺
の
花
壇
の
手
入
れ

な
ど
、
六
つ
の
部
会
に
分
か

れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
毎
週
土
曜
の
午

後
三
時
か
ら
、
中
央
図
書
館
、

森
の
図
書
館
、
南
流
山
分
館

で
行
わ
れ
て
い
る
「
お
話
会
」

は
大
変
好
評
で
、
毎
回
大
勢

の
子
ど
も
た
ち
が
、
栞
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
本
の
読
み
聞

か
せ
や
素
話
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
を
楽
し
み
に
図
書
館
に

詰
め
掛
け
ま
す
＝
右
写
真
。

さ
ら
に
、
十
月
か
ら
は
、

夜
間
や
祝
日
の
開
館
に
よ

り
、
幅
広
い
分
野
で
活
動
す

る
予
定
で
、
人
と
人
と
の
触

れ
合
い
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
図
書
館
の
運
営
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

七
月
二
十
五
日
、
東
深
井

の
森
の
図
書
館
で
、
流
山
市

塗
装
工
業
会
（
伊
原
三
郎
会

長
）の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
塗
装
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
八
年
、

市
内
の
塗
装
業
者
が
組
合
の

図
書
館
と
博
物
館
の
祝
日
開
館
を
実
施
。
さ
ら
に
図
書

館
の
開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す
。
今
号
で
は
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

現　　　行 10月１日から 休館日 
国民の祝日 休　館 

毎週月曜日 
休　館 
（祝日に当たるときは翌日も休 
館） 

開　館 

図書館名等 現         行 10月１日から 

火～土曜 

日曜、祝日 

9時30分～20時 

9時30分～17時 

火～土曜 
日曜、祝日 

10時～20時 
10時～16時50分 

9時30分～17時 
（中央図書館の木・金曜 
は19時まで） 

10時～16時50分 

10時～16時50分 

9時～21時 

中央図書館 
森の図書館 

南流山分館 
（南流山センター内） 

北部・東部・初石 
公民館内の各分館 
森の図書館の会議 
室・展示施設 

毎　月　末 

年 末 年 始  
特別整理期間 

休　館 
（土･日曜の場合は開館） 

休　館 
（土･日曜、祝日の場合は開館） 

12月28日～１月5日 12月28日～１月4日 
特別整理期間（年15日以内で教育委員会が定める日） ※図書館のみ 

休　館 
（祝日に当たるときは開館し、その
直後の祝日でない日に振替休館） 

図書館・博物館の休館日 

図書館の開館時間 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
も
大
き
な
力
に

平
成
十
六
年
市
議
会
第
三
回
定
例
会

が
九
月
二
日
に
開
会
さ
れ
ま
す
。
今
回

提
案
す
る
議
案
は
、
平
成
十
六
年
度
の

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算

や
流
山
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例
の
制
定
な
ど
で
す
。

提
供
等
は
電
話
で
博
物
館
へ
。

な
お
、「
聞
き
書
き
の
会
」

の
メ
ン
バ
ー
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
博
物
館
へ

ご
連
絡
を
。
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５
９
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３
４
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10
月
か
ら
祝
日
も
オ
ー
プ
ン

図
書
館
は
夜
間
延
長
で
さ
ら
に
便
利
に

図書館
博物館

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

図
書
館
の
　
　
　
　
　

臨
時
職
員
を
募
集

▽
勤
務
地
＝
中
央
図
書
館
、

森
の
図
書
館
、
南
流
山
分
館

▽
勤
務
内
容
＝
本
な
ど
の
整

理
や
貸
し
出
し
業
務
の
補
助

▽
勤
務
開
始
日
＝
10
月
１
日

〜
▽
勤
務
日
／
時
間
＝
１
週

間
当
た
り
３
〜
４
日（
月
曜
を

除
く
）
／
�
８
時
50
分
〜
17

時
20
分
�
11
時
50
分
〜
20
時

「
栞

し
お
り

」
の
「
お
話
会
」

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

塗
装
工
業
会
が

図
書
館
テ
ラ
ス
を
き
れ
い
に

家庭教育講演会に参加を
テーマは
「子どもの居場所」

〔記入例〕 

〒260－8610

NHK千葉放送局 

「俳句王国」係 

往信面おもて 

白紙のまま 

（抽選結果を印刷します） 

返信面うら 

ご本人様の 
住所 
名前 

住所 
名前 
電話番号 
自作の俳句 
（未発表、1句） 

返信面おもて 往信面うら 

〒270－01

※自作の俳句なしでも 
　応募できます 

奥地圭子さん
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月

こ
と
し
四
月
か
ら
、
児
童

手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
小

学
校
三
年
修
了
前
（
九
歳
到

達
後
最
初
の
年
度
末
ま
で
）

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

該
当
す
る
児
童
を
養
育
し

「
遺
児
等
手
当
」
の
受
給

資
格
の
あ
る
家
庭
に
、
年
一

回
の
届
け
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
現
況
届
を
、
き
ょ

う
一
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

こ
の
手
当
は
、
両
親
の
い

ず
れ
か
が
死
亡
ま
た
は
一
定

の
障
害
が
あ
り
①
16
歳
未
満

の
児
童
②
16
歳
以
上
20
歳
未

満
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
児

童
を
監
護
ま
た
は
養
育
し
て

い
る
方
に
、
児
童
福
祉
を
目

的
に
支
給
さ
れ
ま
す
（
所
得

に
よ
る
支
給
制
限
あ
り
）。

該
当
世
帯
に
は
、
す
で
に

現
況
届
の
用
紙
を
郵
送
し
て

い
ま
す
が
、
期
限
内
に
届
け

出
が
な
い
場
合
、
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
同
手
当
の
新
規
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□問
子
育
て
支
援
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
２

て
い
る
方
は
、
随
時
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

「
印
か
ん
」
、
「
保
険
証
」
、

「
申
請
者
（
養
育
者
）
名
義

の
預
金
通
帳
」
を
持
参
の
上
、

子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
出

張
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
児
童
手
当
の
支
給

は
、
申
請
月
の
翌
月
か
ら
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成

十
六
年
度
小
学
校
入
学
児
童

〜
小
学
校
三
年
修
了
前
の
児

童
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六

年
九
月
三
十
日
ま
で
に
申
請

を
す
れ
ば
、
四
月
分
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
（
十
月
一
日
以

降
の
提
出
分
に
つ
い
て
は
、

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
）。
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を
。

□問
子
育
て
支
援
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
２

こ
と
し
、
新
築
や
増
改
築

が
完
了
し
た
家
屋
を
中
心
に

家
屋
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
固
定
資
産

税
の
基
礎
と
な
る
家
屋
（
住

宅
や
店
舗
、
工
場
、
物
置
、

車
庫
な
ど
）
の
評
価
額
を
算

定
す
る
た
め
、
家
屋
の
構
造

や
各
部
分
（
屋
根
、
基
礎
、

柱
、
内
外
壁
な
ど
）
の
使
用

材
料
と
仕
上
げ
状
況
な
ど
を

調
べ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
新
築
住
宅
に
は
税

の
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

減
額
と
な
る
の
は
、
居
住
部

分
（
併
用
住
宅
は
居
住
部
分

が
二
分
の
一
以
上
）
の
床
面

積
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル

（
一
戸
建
以
外
の
貸
家
住
宅

は
、
三
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
）

以
上
二
百
八
十
平
方
メ
ー
ト

ル
以
下
の
場
合
で
、
期
間
は

新
築
後
三
年
間
ま
た
は
五
年

間
で
す
。

ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し

た
場
合
は
、
調
査
の
時
に
調

査
員
に
告
げ
る
か
、「
家
屋

滅
失
届
」
を
資
産
税
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

□問
資
産
税
課
�
７
１
５
０

―

６
０
７
４

市
の
放
置
自
転
車
対
策
に

つ
い
て
は
、
平
成
四
年
四
月

に
「
流
山
市
自
転
車
の
利
用

及
び
駐
車
に
関
す
る
条
例
」

を
施
行
し
、
駅
周
辺
の
自
転

車
放
置
禁
止
区
域
の
指
定
を

行
う
と
と
も
に
、
市
自
転
車

駐
車
場
の
利
用
登
録
制
（
有

料
化
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
南
流
山
駅
周
辺
に

つ
い
て
は
、
必
要
な
自
転
車

駐
車
場
施
設
が
整
備
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
現
在
に
至
る
ま
で
登
録

制
に
よ
る
有
料
化
を
行
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
の
鉄
道
建
設
に

合
わ
せ
た
同
駅
周
辺
の
自
転

車
駐
車
場
の
施
設
整
備
が
整

っ
た
た
め
、
十
月
一
日
か
ら

自
転
車
放
置
禁
止
区
域
の
指

定
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
無
料
で
開
放
し
て
い
ま

し
た
既
存
の
自
転
車
駐
車
場

を
有
料
化
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
利
用
受
け
付
け
や

料
金
な
ど
は
別
掲
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
既
存
の
自
転

車
駐
車
場
は
設
備
改
修
工
事

等
に
よ
り
、
今
月
か
ら
一
部

使
用
で
き
な
い
場
所
が
あ
り

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

き
ょ
う
か
ら
供
用
開
始

「
南
流
山
駅
北
口
地
下
自

転
車
駐
車
場
」
が
、
き
ょ
う

一
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
地
下
自
転
車
駐
車
場

は
、
市
と
�
自
転
車
駐
車
場

整
備
セ
ン
タ
ー
が
、
駐
輪
場

設
置
お
よ
び
管
理
運
営
の
協

定
を
締
結
し
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
の
地
下
用
地
を
活

用
し
て
同
整
備
セ
ン
タ
ー
が

新
設
し
、
管
理
運
営
を
行
う

有
料
駐
輪
場
で
す
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
南

流
山
駅
舎
と
同
階
で
つ
な
が

る
接
続
通
路
が
備
え
ら
れ
て

お
り
、
立
地
条
件
や
利
便
性

が
非
常
に
高
い
駐
輪
場
で
、

八
月
二
十
七
日
よ
り
受
け
付

け
を
開
始
。
利
用
を
ご
希
望

の
方
は
、
空
き
状
況
を
確
認

後
、
利
用
料
金
を
持
参
の
上
、

同
自
転
車
駐
車
場
内
管
理
員

室
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。□問

生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―

６
３
１
２

市
で
は
十
月
一
日
か
ら
、
南
流
山
駅
の
周
辺
道
路
な
ど
を

「
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
」（
図
参
照
）
に
指
定
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
来
秋
開
業
な
ど
に
よ
り
同
駅

周
辺
で
の
自
転
車
利
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

放
置
自
転
車
の
未
然
防
止
を
図
り
、
良
好
な
生
活
環
境
を
確

保
す
る
た
め
に
行
う
も
の
。
十
月
以
降
、
当
該
区
域
に
自
転

車
を
放
置
し
た
場
合
は
、
即
日
「
移
送
通
告
書
」
が
張
ら
れ

指
定
の
保
管
場
所
に
移
送
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
放
置
禁

止
区
域
の
指
定
に
合
わ
せ
、
同
駅
周
辺
駐
輪
場
の
施
設
整
備

が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
駅
周
辺
の
既
存
駐
輪
場
が
有
料
化

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
指
定
に
先
が
け
、
き
ょ
う
一
日

か
ら
来
秋
開
業
の
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
直
結
す
る
駐
輪

場
と
し
て
利
便
性
に
優
れ
た
市
内
初
の
地
下
駐
輪
場
（
有
料
）

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

10
月
1
日
か
ら
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
指
定

既
存
駐
輪
場
（
6
カ
所
）の
利
用
が
有
料
に

市
内
初
の
地
下
駐
輪
場
は
き
ょ
う
オ
ー
プ
ン

既
存
駐
輪
場
の

利
用
が
有
料
に

北
口
の
地
下
駐
輪
場

利
便
性
優
れ
て
ま
す

遺
児
等
の
手
当

30
日
ま
で
に

現
況
届
を
―

南流山駅周辺
駐輪場を整備

児童手当

鰭ケ崎 

〒 

駅入口 

南
流
山
駅
 

北口第3自転車駐車場 
（北口第4） 

南口第3自転車駐車場 
（南口第4） 

北口地下自転車駐車場 

線の内側が自転車放置禁止区域 

　　　枠の自転車駐車場の名称は10月1日
から改正。（　）内は現在の名称 

南口第2自転車駐車場 
（南口第1） 

北口第2自転車駐車場 
（北口第3） 

北口第1自転車駐車場 
（北口第5） 

南口第1自転車駐車場 
（南口第3） 

今
月
中
に
申
請
を

支
給
対
象
年
齢
が
改
定
に

所在地 間取り 戸数 №�
①�
②�
③�
④�

団地名 

平方団地 

若宮団地 

柳田団地 

柳田団地 

平方110－１ 

加3－9－1 

流山9－500－3 

　　 〃 

2ＤＫ 
3ＤＫ 
3ＤＫ 
3ＤＫ 

1戸 
1戸 
1戸 
1戸 

  入居者を募集する市営住宅 

※④の柳田団地は、障害者手帳（下肢障害）の交付を 
　受けた方のいる世帯のみ入居可    

市営住宅の入居者を募集 つくばエクスプレス開通後の交通体系を見直し

つくばエクスプレスが来秋開業すると、
市内の鉄道交通の利便性が格段に向上し、
交通の流動が大きく変わることが予想さ
れます。
このため市では、バス路線を含めた市
内交通体系の見直しを進めていますが、
今後の公共交通の計画や整備に皆さんの
意見を反映させるため、市内5,000世帯
（無作為抽出）を対象にアンケート調査を
実施します。対象となった世帯にはアン
ケート用紙を郵送しますのでご協力をお
願いします。
なお、アンケート票は同封の返信用封
筒に入れ、9月13日�までに提出してくだ
さい。
□問都市計画課�７１５０－６０８７

バス事業者や沿線自治体、関係行政機関等で組織す
る｢つくばエクスプレスアクセス検討分科会｣では、つ
くばエクスプレス沿線バス路線計画の検討案を作成し
ましたので、皆さんのご意見をお寄せください。バス
路線計画の検討案は、市都市計画課や各出張所の窓口
で配布しているパンフレットおよび市ホームページ
（http://www.city.nagareyama.chiba.jp/）、千葉運輸支
局ホームページ（http://www.chibaunyu.go.jp）でご覧
いただけます。
ご意見は、パンフレットに添付のアンケートハガキ
またはホームページのアンケート欄に記入し、9月30
日（必着）までに提出を。※皆さんのご意見は、本計
画を作成する上での参考とさせていただきます。また、
作成した本計画は、市都市計画課窓口および市・千葉
運輸支局のホームページで公表します
□問都市計画課�７１５０－６０８７
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市内交通体系にあなたの意見を
5,000世帯にアンケート調査
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つくばエクスプレス沿線のバス路線計画

検討案にご意見を

きょう1日から、市営
住宅の空き室（別表参照）の入居者を募集します。
入居者の選考は住宅の困窮度に応じて市が行い、順位の定め難
い場合は公開抽選により決定します。なお、入居の時期は10月中
旬の予定です。
▽応募資格＝次の要件（①～⑤）をすべて満たす方…①市内に
1年以上住民登録または勤めている方②市税の滞納がない方③同
居する親族がある方（｢平方団地｣については、50歳以上の方また
は障害者手帳（1～4級）の交付を受けている方は単身入居が可）
④年間総収入額が基準額以内である方⑤住宅に困っている方▽必
要書類＝市営住宅入居申込書、平成15年の所得を証明する書類、
住民票（世帯全員）、平成16年度市税の納税証明書または非課税

証明書▽申し込み＝9月1
日�～15日�（土・日曜
を除く、8時30分～17時20
分）に、必要書類を建築
住宅課へ持参※家賃は、
入居者の収入に応じて決
定します
□問建築住宅課�７１５
０－６０８８

南流山駅周辺の自転車駐車場の利用申し込み
◇利用登録の受け付けなど（先着順）
■北口地下自転車駐車場 ▽受付日＝8月下旬から受付中▽受付時
間＝午前6時～午後8時▽受付場所＝北口地下自転車駐車場・管理
員室▽利用開始＝きょう9月1日から
■既存自転車駐車場（施設整備後）▽受付日＝9月26日から▽受付
時間＝午前6時30分～午後8時▽受付場所＝北口については、北
口第3自転車駐車場・管理員室。南口については、南口第3自転車
駐車場・管理員室▽利用開始＝10月1日から

◇利用料金など（いずれも1台当たり）
■北口地下自転車駐車場　一律　1カ月2,000円（つくばエクスプレ
ス開通後は、1カ月2,800円）※自転車のみ、定期料金のみ（一時
利用不可）
■既存自転車駐車場　▽一般＝1カ月1,000円、3カ月2,800円、6カ月
5,400円▽高校生以下＝1カ月900円、3カ月2,500円、6カ月4,800円
▽バイク（原付）＝1カ月2,400円、3カ月6,800円、6カ月13,000円
▽一時利用（南口第3、北口第3自転車駐車場のみ）＝自転車（1
回）100円、バイク（1回）150円

◇利用時間など
■北口地下自転車駐車場…午前6時～午後10時（管理員も同時間常駐、
10時以降施設閉鎖）
■既存自転車駐車場…24時間開設（巡回管理員は午前6時30分～午
後8時、一部管理員が不在のところもあり）
□問北口地下自転車駐車場・管理員室�７１５８－６９６９

固定資産税の家屋調査
ことし新増築の方

調査にご協力を



あなたは何を作りますか

防災行政無線で夕方流れる「家路」のメロディーが、きょうから
午後６時に流れます□問総務課�７１５０－６０６７

（３） 平成16年９月１日（水曜日） 第１０７３号

花
や
緑
に
も
っ
と
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、「
手
軽
に

楽
し
め
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」

を
テ
ー
マ
に
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
習
会
は
、
都
市
緑

化
推
進
運
動
の
一
環
と
し

て
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
実
際
に
体
験
し
な
が

ら
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
基
礎
を

学
び
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加

を
―
。

▽
期
日
／
場
所
＝
①
９
月

28
日
�
／
南
流
山
セ
ン
タ
ー

②
10
月
１
日
�
／
北
部
公
民

館
※
時
間
は
い
ず
れ
も
14
時

《
質
問
》

緑
の
基
金
は
、

ユ
ニ
セ
フ
基
金
な
ど
と
異
な

り
、
Ｐ
Ｒ
の
不
足
に
よ
っ
て

理
解
が
広
ま
っ
て
い
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
緑
の
保
存

の
た
め
に
理
解
を
得
る
努
力

を
す
べ
き
で
す
。
市
内
で
は

宅
地
開
発
な
ど
で
緑
が
減
っ

て
い
ま
す
が
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
沿
線
開
発
な
ど
に

伴
い
失
わ
れ
て
い
く
緑
を
ど

う
考
え
て
い
ま
す
か
。

《
回
答
》
緑
の
基
金
に
つ

き
ま
し
て
は
、
緑
豊
か
な
流

山
を
実
現
す
る
た
め
設
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。
基
金
の
財

源
は
、
市
の
積
立
金
、
市
民

や
事
業
者
か
ら
の
寄
付
金
、

基
金
の
運
用
か
ら
生
じ
る
収

益
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
積
立
残
額
は
約
六
千

万
円
。
市
内
の
公
園
に
は
借

地
も
あ
り
、
土
地
所
有
者
に

相
続
等
が
発
生
し
た
場
合
、

買
い
取
り
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え

ま
す
と
小
額
と
言
え
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄

付
は
、
平
成
十
四
年
度
で
は

二
件
（
三
万
六
千
百
七
十
二

円
）、
十
五
年
度
で
は
四
件

（
四
万
四
千
二
百
三
十
六
円
）

と
い
う
状
況
で
す
。

相
続
が
発
生
し
た
場
合

に
、
相
続
税
の
支
払
い
の
た

め
、
樹
林
地
な
ど
を
物
納
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
申

請
し
て
数
年
経
過
す
る
と
国

有
地
と
な
り
、
国
が
競
売
で

民
間
に
土
地
を
売
却
し
、
こ

れ
が
宅
地
な
ど
と
な
っ
て
緑

が
減
少
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
樹
林
地
を
残
せ
る
税

制
度
の
創
設
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
所
属
す
る

青
年
市
長
会
や
全
国
市
長
会

な
ど
を
通
じ
て
粘
り
強
く
国

に
申
し
入
れ
て
い
ま
す
。

緑
の
基
金
へ
の
寄
付
募
集

は
、
こ
れ
ま
で
市
民
ま
つ
り

で
の
緑
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

緑
化
月
間
中
の
公
共
施
設
窓

口
の
募
金
箱
な
ど
が
中
心
で

す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
を
参
考
に
、
具
体
的
な

Ｐ
Ｒ
方
法
な
ど
を
検
討
し
て

〜
16
時
▽
対
象
／
定
員
＝
市

民
（
昨
年
度
に
受
講
し
た
方

を
除
く
）
／
各
30
人
（
多
数

抽
選
）
▽
講
師
＝
白
瀧
嘉
子

さ
ん
（
緑
の
専
門
員
、
グ
リ

ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
▽
参

加
費
＝
２
０
０
０
円
（
材
料

費
）
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ

ガ
キ
に
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講

昨
年
十
月
に
ス
タ
ー
ト
し

た
「
流
山
市
グ
リ
ー
ン
バ
ン

ク
制
度
」
を
ご
存
知
で
す
か
。

樹
木
を
必
要
と
し
て
い
る

方
に
、
家
の
増
築
や
引
っ
越

し
な
ど
で
不
要
と
な
っ
た
樹

木
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
の

制
度
。
現
在
、
サ
ツ
キ
や
モ

ミ
ジ
な
ど
約
五
十
本
の
樹
木

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
録
樹
木
の
情
報
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.city.nagarey

am
a.chiba.jp/

）
ま
た
は
電

話
で
公
園
緑
地
課
へ
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

提
供
し
た
い
樹
木
の
「
樹

木
名
」、「
本
数
」、「
大
き
さ

（
高
さ
、
幹
周
、
枝
張
り
）」、

「
花
の
色
」、「
引
き
取
り
期

限
」
お
よ
び
提
供
者
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
公
園
緑

地
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

提
供
者
と
連
絡
を
と
り
、

相
対
で
受
け
渡
し
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
樹
木
の
移

設
（
掘
り
取
り
、
運
搬
等
）

は
、
原
則
と
し
て
受
け
取
り

希
望
者
の
負
担
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
※
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

□問
公
園
緑
地
課
�
７
１
５

０
―

６
０
９
２

市
で
は
、
次
の
と
お
り
第

三
回
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
の
出
品
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

▽
募
集
部
門
＝
①
ガ
ー
デ

ン
部
門
…
個
人
の
庭
や
生
け

垣
な
ど
②
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
ー
デ

ン
部
門
…
概
ね
３
�
以
下
の

個
人
の
寄
せ
植
え
な
ど
③
緑

「
駒
木
・
土
と
の
ふ
れ
あ

い
農
園
」
が
、
十
月
一
日
に

新
規
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
（
案

内
図
参
照
）。

土
と
触
れ
合
い
、
園
芸
作

物
を
栽
培
し
て
み
た
い
方

は
、
こ
の
機
会
に
応
募
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

▽
利
用
期
間
＝
10
月
１
日

〜
平
成
20
年
２
月
末
日
▽
区

画
数
＝
１
１
５
区
画
（
多
数

抽
選
）
▽
１
区
画
の
面
積
／

料
金
＝
15
�
／
年
間
５
０
０

０
円
（
平
成
16
年
度
は
２
５

０
０
円
）
▽
申
し
込
み
＝
農

政
課
お
よ
び
初
石
・
江
戸
川

台
出
張
所
で
配
布
の
「
貸
付

申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
９
月
14
日
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―
０

１
９
２
流
山
市
役
所
農
政
課

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

□問
農
政
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
６

の
街
並
み
部
門
…
道
路
か
ら

見
た
個
人
・
自
治
会
・
学
校

な
ど
の
緑
化
▽
応
募
方
法
＝

所
定
の
応
募
用
紙
等
に
必
要

事
項
を
明
記
し
写
真
に
添

え
、
10
月
15
日
（
必
着
）
ま

で
に
〒
２
７
０
―
０
１
９
２

流
山
市
役
所
公
園
緑
地
課
ま

で
郵
送
ま
た
は
持
参
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

□問
公
園
緑
地
課
�
７
１
５

０
―

６
０
９
２

習
会
参
加
希
望
」、
受
講
希

望
日
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
（
返
信
用
に
も
宛
名
）

を
明
記
し
、
９
月
９
日
（
必

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―
０

１
９
２
流
山
市
役
所
公
園
緑

地
課
へ

□問
公
園
緑
地
課
�
７
１
５

０
―

６
０
９
２

第
3
回
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

市
長
へ
の
手
紙
か
ら

緑
の
基
金
な
ど
に
つ
い
て

花や緑にもっと親しもう！花や緑にもっと親しもう！
手
軽
に

手
軽
に
楽
し
め
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

楽
し
め
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ 

基
礎
が
学
べ
る
講
習
会
を
開
催 

手
軽
に
楽
し
め
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ 

樹木が必要な方に
情報を提供

グリーンバンク制度のご利用を

文 

〒 

八木北 
小学校 

美田2号 
公園 

美田1号 
公園 

駒木ふるさとの森 

八木 
郵便局 

至初石 

至若柴 

至豊四季 

駐在所 

（駒木駒木649-3649-3） 

冒険の森 

（駒木649-3） 

駒木駒木・土との 
ふれあい農園農園 
駒木・土との 
ふれあい農園 

案　内　図

駒
木
・
土
と
の
ふ
れ
あ
い
農
園

10
月
1
日
に
新
規
オ
ー
プ
ン

Q＆A

公
共
下
水
道
に

接
続
し
よ
う

公
共
下
水
道
に
は
、
家

庭
か
ら
出
た
汚
れ
た
水
を

処
理
場
で
浄
化
し
、
川
や

海
に
戻
す
役
割
が
あ
り
ま

す
。
公
共
下
水
道
に
接
続

す
る
こ
と
で
、
道
路
側
溝

に
は
雨
水
以
外
の
水
が
流

れ
な
く
な
る
た
め
、
ハ
エ

や
蚊
の
発
生
、
悪
臭
な
ど

も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
公
共
下
水
道

は
接
続
さ
れ
な
け
れ
ば
、

そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
将
来

に
向
け
、
豊
か
な
水
環
境

を
残
し
て
い
く
た
め
に

も
、
公
共
下
水
道
の
供
用

開
始
区
域
（
使
用
で
き
る

区
域
）
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
速
や
か
に
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

供
用
開
始
区
域
の
方
は

次
の
点
に
ご
注
意
を

①
公
共
下
水
道
供
用
開

始
の
日
か
ら
一
年
以
内

（
く
み
取
り
ト
イ
レ
は
三

年
以
内
）
に
、
公
共
下
水

道
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

②
建
物
の
新
築
、
増
改

築
を
す
る
場
合
、
公
共
下

水
道
に
接
続
し
な
い
と
建

築
確
認
の
許
可
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

③
公
共
下
水
道
に
接
続

す
る
際
の
宅
内
工
事
は
、

流
山
市
の
指
定
工
事
店
で

な
け
れ
ば
工
事
で
き
ま
せ

ん
。な

お
、
宅
内
の
排
水
設

備
工
事
は
個
人
で
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

工
事
費
用
の
助
成
制
度
と

し
て
、
融
資
機
関
の
あ
っ

せ
ん
と
利
子
補
給
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

□問
下
水
道
業
務
課
�
７

１
５
０
―

６
０
９
６

日本下水道協会千葉県支部｢下水
道排水設備工事責任技術者｣の資格
有効期限が平成17年3月31日の方は、
登録更新の手続きが必要です。登録
更新しなかった場合は、資格を喪失
することになりますので、忘れずに
手続きを行ってください。
▽受付期間＝9月16日�～10月15日
�▽申請書類＝登録住所へ郵送※詳
細は問い合わせを
□問下水道業務課�７１５０－６０
９６／日本下水道協会千葉県支部事
務局�０４３－２４５－５４０４

下水道排水設備工事責任技術者
登録更新手続き忘れずに

樹
木
を
提
供
し
た
い
方

樹
木
が
必
要
な
方

未
来
に
豊
か
な
水
環
境

9
月
10
日
は
下
水
道
の
日

い
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
市

民
税
の
一
〜
二
パ
ー
セ
ン
ト

で
緑
の
基
金
へ
の
積
立
て
を

行
い
、
将
来
へ
の
緑
地
保
全

の
た
め
基
金
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
な
ど
の
工
夫
も
ひ
と

つ
の
方
法
で
す
。

次
に
、
沿
線
開
発
に
伴
っ

て
失
わ
れ
る
緑
に
つ
い
て
で

す
が
、
沿
線
開
発
の
中
で
公

園
緑
地
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
に
地
権
者
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
宅
地
の
塀

を
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
で
は
な
く

生
け
垣
に
し
て
い
た
だ
き
、

失
わ
れ
る
緑
を
少
し
で
も
修

復
し
て
い
く
な
ど
市
民
の
皆

さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
で
き

る
こ
と
か
ら
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



平成16年９月１日（水曜日） （４）

き
ょ
う
か
ら
新
学
期
―
。
こ
と
し
の
夏
休
み
は
市
内
各
地
で
、
ほ
た
る
や
す
ず
虫
の
飼
育
、

石
け
ん
づ
く
り
、
科
学
の
実
験
や
工
作
、
折
り
鶴
を
通
し
て
家
族
で
環
境
や
平
和
を
考
え
る
イ

ベ
ン
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

東
深
井
小
学
校
で
、
同
校

の
子
ど
も
た
ち
が
育
て
た
ほ

た
る
が
見
事
に
羽
化
、
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

七
月
末
か
ら
飛
び
始
め
た

こ
の
ほ
た
る
は
昨
年
十
月
、

同
小
卒
業
生
の
保
護
者
か
ら

五
百
匹
の
ほ
た
る
の
幼
虫
を

も
ら
っ
た
の
を
機
に
飼
育
を

八
月
八
日
、
文
化
会
館
で
、

す
ず
虫
交
換
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
＝
写
真
。
こ
れ
は
、
流

山
す
ず
虫
の
会
が
毎
年
、
こ

の
季
節
に
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。
当
日
は
、
飼
育
ケ

ー
ス
を
持
っ
た
す
ず
虫
フ
ァ

ン
が
参
加
し
、
達
人
の
飼
育

体
験
談
な
ど
を
熱
心
に
聞
い

て
い
ま
し
た
。
す
ず
虫
は
、

同
じ
所
で
の
交
配
は
避
け
た

方
が
よ
い
こ
と
か
ら
、
飼
っ

て
い
る
人
同
士
で
の
交
換
会

八
月
二
十
一
日
、
江
戸
川

堤
で
第
二
十
九
回
流
山
花
火

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
＝
写

真
。
夏
の
夜
空
を
彩
っ
た
花

火
は
、
特
大
ス
タ
ー
マ
イ
ン

や
八
号
玉
な
ど
三
千
五
百

員
に
呼
び
掛
け
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
を
行
い
「
五
、
四
、
三

…
」
の
大
合
唱
で
打
ち
上
げ

た
特
大
ワ
イ
ド
ス
タ
ー
マ
イ

ン
。
江
戸
川
に
沿
っ
て
五
カ

所
か
ら
一
斉
に
打
ち
上
げ
ら

れ
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
た

花
火
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

八
月
九
日
、
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館
で
、

「
廃
油
を
利
用
し
た
親
子
石

け
ん
づ
く
り
教
室
」
が
行
わ

れ
、
市
内
の
親
子
五
組
十
四

人
が
参
加
し
、
石
け
ん
づ
く

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
＝
写
真
。

こ
の
教
室
は
、
各
家
庭
で
不

用
と
な
っ
た
食
用
油
を
再
利

用
し
て
手
作
り
の
石
け
ん
を

七
月
二
十
五
日
、
八
木
南

小
学
校
で
ド
ジ
ョ
ウ
・
ウ
ナ

ギ
つ
か
み
取
り
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
＝
写
真
。

八
木
南
地
区
第
三
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
（
染
谷

七
月
二
十
八
日
か
ら
三
十

日
ま
で
の
二
泊
三
日
、
東
京

理
科
大
学
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
で
夏
休
み
親
子
科
学
教
室

が
行
な
わ
れ
三
十
組
の
親

子
、
約
七
十
人
が
工
作
や
実

験
ざ
ん
ま
い
の
三
日
間
を
過

ご
し
ま
し
た
＝
写
真
。

子
ど
も
た
ち
の
科
学
離
れ

や
体
験
不
足
に
対
応
し
、
親

子
の
触
れ
合
い
の
場
を
提
供

し
よ
う
と
、
公
民
館
と
東
京

理
科
大
学
と
の
共
催
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
指
導
に
あ
た
っ

た
の
は
、
東
京
理
科
大
学
の

教
授
や
卒
業
生
、
学
生
な
ど

で
構
成
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

八
月
二
十
一
日
、
文
化
会

館
駐
車
場
で
「
新
選
組
な
が

れ
や
ま
夏
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
、
終
日
、
大
勢
の
市
民
で

賑
わ
い
ま
し
た
＝
写
真
。
地

擬
店
な
ど
が
並
び
、
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
バ
ン
ド
演
奏
や

剣
舞
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト
に
は

老
若
男
女
約
五
十
組
が
出

場
。
西
深
井
の
堀
内
桃
子
さ

ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。
愛
犬

も
浴
衣
で
参
加
す
る
家
族
が

登
場
す
る
な
ど
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

七
月
二
十
六
日
か
ら
三
十

日
ま
で
の
五
日
間
、
文
化
会

館
で
小
学
生
を
対
象
に
し
た

英
会
話
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
＝
写
真
。

主
催
は
市
教
育
委
員
会
で

初
の
試
み
。
参
加
し
た
の
は

小
学
三
〜
六
年
生
で
、
二
百

十
六
人
の
子
ど
も
た
ち
。
指

導
に
あ
た
っ
た
の
は
、
市
内

の
中
学
校
で
英
語
を
教
え
て

い
る
三
人
の
外
国
人
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）。
表
情
豊
か

で
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
指
導

団
体
の
「
サ
イ
エ
ン
ス
夢
工

房
」
の
皆
さ
ん
。
落
雷
の
実

験
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
人
形
づ

く
り
な
ど
の
実
験
や
工
作
を

楽
し
み
ま
し
た
。

終
戦
記
念
日
の
八
月
十
五

日
、
流
山
市
民
が
折
っ
た
平

和
を
祈
る
千
羽
鶴
が
広
島
平

和
記
念
資
料
館
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
平
和
施
策
事
業

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
七
月
十
五
日
か
ら
八

月
六
日
ま
で
公
共
施
設
に
折

り
紙
と
折
り
鶴
を
入
れ
る
箱

を
設
置
し
、
市
民
か
ら
折
り

鶴
を
募
っ
て
い
た
も
の
で

す
。
集
ま
っ
た
折
り
鶴
は
、

約
五
万
五
千
羽
＝
写
真
。

中
に
は
、
並
べ
ら
れ
た
鶴

の
色
で
「
世
界
平
和
」
の
文

字
が
浮
か
び
出
る
よ
う
な
作

品
的
な
要
素
の
強
い
も
の
も

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
千
羽
鶴
は
、
八
月
十

三
日
ま
で
市
役
所
に
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

か
見
る
こ
と
が
な
い
ウ
ナ
ギ

な
ど
に
直
接
触
れ
て
、
子
ど

も
た
ち
に
五
感
を
生
か
し
た

体
験
を
し
て
ほ
し
い
と
開
い

た
も
の
で
す
。
会
場
に
は
、

家
族
連
れ
約
百
人
が
参
加
。

ぬ
る
ぬ
る
し
た
感
触
の
ド
ジ

ョ
ウ
つ
か
み
な
ど
に
悪
戦
苦

闘
し
て
い
ま
し
た
。

作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
啓
発
と
環
境
に
や

さ
し
い
石
け
ん
の
利
用
促
進

を
図
ろ
う
と
市
が
開
催
し
ま

し
た
。
指
導
に
は
、
流
山
市

石
け
ん
利
用
推
進
協
議
会

（
冨
田
久
代
会
長
）
の
皆
さ

ん
が
あ
た
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

め
ま
し
た
。
同
会
の
坂
本
ヒ

ロ
子
事
務
局
長
は
「
す
ず
虫

の
鳴
き
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
自

然
が
身
近
に
あ
り
、
小
さ
な

命
を
大
切
に
す
る
町
に
し
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

し
て
き
た
も
の
。
現
六
年
生

が
、
三
年
生
の
と
き
か
ら
続

け
て
き
た
環
境
学
習
の
一
環

で
す
。

総
合
学
習
を
通
し
て
お
世

話
に
な
っ
た
学
区
の
方
々
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、

特
に
、
校
庭
に
ビ
オ
ト
ー
プ

を
つ
く
っ
て
く
れ
た
方
々
に

恩
返
し
を
し
た
い
と
、
ほ
た

る
の
飼
育
を
始
め
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
エ
サ
の
世

話
か
ら
水
槽
の
掃
除
ま
で
飼

育
を
続
け
、
つ
い
に
七
月
末
、

室
内
の
水
槽
や
校
庭
の
ビ
オ

ト
ー
プ
か
ら
次
々
と
成
虫
が

任
の
永
森
教
諭
は
、「
環
境

を
調
べ
る
中
で
、
身
近
な
自

然
の
恩
恵
や
地
域
の
人
々
の

恩
を
わ
か
る
子
ど
も
に
な
っ

て
ほ
し
い
ん
で
す
。
地
域
が

な
く
て
は
子
ど
も
は
育
ち
ま

せ
ん
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
選
定

の
映
画
「
ほ
た
る
の
星
」
の

上
映
が
、
上
映
実
行
委
員
会

の
手
に
よ
っ
て
九
月
二
十
五

日
、
文
化
会
館
で
行
な
わ
れ

ま
す
が
、
八
月
五
日
に
は
、

こ
の
映
画
の
監
督
・
菅
原
浩

志
さ
ん
が
同
小
学
校
を
訪
問

し
ま
し
た
＝
写
真
。
監
督
は
、

「
来
年
は
も
っ
と
た
く
さ
ん

飛
ぶ
と
い
い
で
す
ね
」
と
子

ど
も
た
ち
を
激
励
し
て
い
ま

し
た
。

八
月
八
日
、
文
化
会
館
で

「
新
選
組
の
子
孫
と
語
る
会
」

が
行
な
わ
れ
約
六
百
人
の
新

選
組
フ
ァ
ン
が
集
り
ま
し

た
＝
写
真
。

博
物
館
で
九
月
十
九
日
ま

で
開
催
中
の
企
画
展
「
新
選

組
流
山
に
入
る
」
に
合
わ
せ

て
、
新
選
組
を
よ
り
深
く
知

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
新
選
組
の
子
孫

の
皆
さ
ん
と
元
新
人
物
往
来

社
編
集
局
長
で
本
紙
連
載

「
新
選
組
と
流
山
」
の
執
筆

者
で
も
あ
る
大
出
俊
幸
さ
ん

に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
メ

イ
ン
に
、
宮
川
清
蔵
さ
ん
と

大
塚
篤
さ
ん
、

鳥
天
真
さ

ん
ら
に
よ
る
天
然
理
心
流
演

武
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
近
藤
勇
子

孫
の
宮
川
豊
治
さ
ん
と
宮
川

清
蔵
さ
ん
、
沖
田
総
司
子
孫

の
沖
田
整
司
さ
ん
、
関
川
代

次
郎
子
孫
の
郡
義
武
さ
ん
、

榎
本
武
揚
子
孫
の
榎
本
隆
充

さ
ん
、
佐
藤
彦
五
郎
子
孫
の

佐
藤
忠
さ
ん
が
遠
路
駆
け
つ

け
て
く
れ
ま
し
た
。

ロ
ビ
ー
で
は
大
河
ド
ラ
マ

「
新
選
組
！
」
で
新
選
組
隊

士
が
着
用
し
た
羽
織
を
着
て

記
念
撮
影
が
で
き
る
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
、
家
族
連
れ
な
ど

が
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
ポ
ー

ズ
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
隊
士
羽
織
の
展
示
な
ど

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
部
衣
装

担
当
で
本
市
在
住
の
熊
谷
晃

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
実
現
し

た
も
の
で
す
。
中
で
も
近
藤

勇
役
の
香
取
慎
吾
さ
ん
が
撮

影
で
着
用
し
た
羽
織
は
、
博

物
館
入
り
口
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は
、
新

選
組
の
ふ
る
さ
と
調
布
市
や

日
野
市
を
は
じ
め
流
山
市
観

光
協
会
な
ど
の
ブ
ー
ス
も
出

さ
れ
関
連
グ
ッ
ズ
の
展
示
や

販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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子
孫
と
語
る
会
に

6
0
0
人

各
地
で
工
夫
こ
ら
し
た
活
動

ほ
た
る
、
す
ず
虫
、
花
火
、
折
り
鶴
…

家
族
で
夏
の
思
い
出
い
っ
ぱ
い

七
月
三
十
日
、
市
で
は
流

山
の
Ｐ
Ｒ
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
ろ
う
と
、
総
武
流
山

電
鉄
の
流
山
駅
前
に
あ
っ
た

観
光
案
内
板
を
、
新
選
組
を

中
心
と
し
た
内
容
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
ま
し
た
＝
写
真
。

案
内
板
は
、
近
藤
勇
陣
屋

跡
に
あ
る
蔵
の
形
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
。
さ
ら
に
、

函
館
博
物
館
の
許
可
を
得

て
、
同
館
所
蔵
の
中
島
登
筆

「
近
藤
勇
」
・
「
土
方
歳
三
」

戦
友
姿
絵
を
入
れ
、
全
体
を

引
き
締
め
て
い
ま
す
。
流
山

駅
の
改
札
を
出
れ
ば
す
ぐ
目

に
入
る
案
内
板
。
そ
こ
に
描

か
れ
た
「
近
藤
と
土
方
」
が
、

流
山
を
訪
れ
る
人
々
を
歓
迎

し
て
い
ま
す
。



（５） 第１０７３号

方
が
よ
い
こ
と
か
ら

飼
っ

て
い
る
人
同
士
で
の
交
換
会

を
行
い
、
交
換
で
き
る
人
を

増
や
そ
う
と
無
料
配
布
も
始

火
は

特
大
ス
タ
ー
マ
イ
ン

や
八
号
玉
な
ど
三
千
五
百

発
。
圧
巻
は
、
伊
藤
賢
一
商

工
会
青
年
部
長
が
参
加
者
全

八
木
南
地
区
第
三
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
（
染
谷

弘
長
会
長
）
が
、
普
段
ス
ー

パ
ー
の
魚
売
り
場
な
ど
で
し

れ

終
日

大
勢
の
市
民
で

賑
わ
い
ま
し
た
＝
写
真
。
地

元
で
撮
影
さ
れ
た
映
画
「
カ

ロ
ン
」
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
や
模

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

表
情
豊
か

で
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
指
導

に
小
学
生
も
楽
し
く
英
語
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。

室
内
の
水
槽
や
校
庭
の
ビ
オ

ト
ー
プ
か
ら
次
々
と
成
虫
が

飛
び
ま
し
た
。

指
導
に
あ
た
っ
た
学
年
主

今
春
、
文
化
会
館
で
行
わ

れ
た
新
選
組
ま
つ
り
は
、
新

選
組
隊
士
・
島
田
魁
役
の
照

英
さ
ん
ら
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

を
メ
イ
ン
に
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
軽

妙
な
司
会
進
行
で
盛

り
上
げ
た
日
の
出
舞

子
さ
ん
。
司
会
に
、

歌
手
に
、
声
優
に
、

ナ
レ
ー
タ
ー
に
と
マ

ル
チ
な
才
能
を
発
揮

し
て
い
る
。
大
阪
芸

大
の
放
送
学
科
に
学

び
、
さ
ま
ざ
ま
な
縁

が
き
っ
か
け
で
、
テ

レ
ビ
番
組
の
レ
ポ
ー

タ
ー
な
ど
の
仕
事
を

こ
な
し
な
が
ら
、
平
成
十
三

年
十
月
「
女
の
よ
ろ
こ
び
」

で
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
。
翌
十
四

年
十
一
月
に
は
住
ま
い
の
市

内
東
部
地
域
の
方
々
を
中
心

販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た

に
後
援
会
（
石
塚
三
喜
夫
会

長
・
二
百
人
）
が
発
足
し
た
。

卒
業
後
は
「
話
す
仕
事
」
が

メ
イ
ン
で
、
ラ
ジ
オ
の
デ
ィ

ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
な
ど
を
続

け
て
い
た
舞
子
さ
ん
。
カ
ラ

オ
ケ
教
室
の
発
表
会
で
司
会

を
務
め
た
際
に
、
少
し
時
間

が
余
っ
た
た
め
一
曲
披

露
し
た
の
が
き
っ
か
け

で
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
と
な

っ
た
。
中
学
・
高
校
時

代
は
剣
道
部
だ
っ
た
だ

け
に
姿
勢
も
よ
く
、
声

が
と
お
る
。
大
阪
か
ら

流
山
に
戻
っ
て
か
ら

は
、
東
小
学
校
で
行
わ

れ
て
い
る
剣
道
の
稽
古

に
参
加
し
腕
前
は
三
段

に
上
達
。
子
ど
も
た
ち

か
ら
「
先
生
」
と
呼
ば

れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。
毎
日
、

木
刀
の
素
振
り
を
欠
か
さ
な

い
。
剣
道
に
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ

イ
ビ
ン
グ
に
日
舞
に
ベ
ー
ス

ギ
タ
ー
に
と
多
才
だ
。
こ
と

歌手で、司会で、剣道の先生、日の出舞子さん

イ　ベ　ン　ト
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先
年
、
流
山
市
文
化
会
館

で
「
ラ
ブ
・
レ
タ
ー
」
が
上

映
さ
れ
た
折
に
監
督
の
森
崎

東
さ
ん
が
撮
影
に
ま
つ
わ
る

お
話
を
さ
れ
た
。

森
崎
さ
ん
の
兄
上
・
森
崎

湊
み
な
と

氏
は
昭
和
二
十
年
八
月

十
六
日
未
明
、
三
重
の
三
重

海
軍
航
空
隊
の
寮
か
ら
脱
走

し
、
夜
明
け
の
浜
辺
で
一
人

割
腹
自
決
し
た
。
二
十
一
歳

だ
っ
た
。

慶
応
四
年
の
新
選
組
流
山

駐
屯
地
に
は
十
三
歳
の
少
年

兵
・
田
村
銀
之
助
が
い
た
。

大
正
に
な
っ
て
田
村
銀
之
助

が
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と

「
流
山
で
降
参
の
際
は
夜
中

で
し
た
か
ら
、
多
少
の
武
器

は
畑
へ
隠
し
た
の
で
す
が
、

鉄
炮
を
持
っ
て
弾
薬
を
持
た

ぬ
人
が
い
た
り
、
弾
薬
を
持

っ
て
鉄
炮
の
な
い
者
が
い
る

始
末
で
、
殆
ど
役
に
立
た
な

か
っ
た
」
と
香
川
敬
三
隊
の

突
然
の
包
囲
に
よ
る
混
乱
ぶ

り
を
伝
え
て
い
る
。

そ
の
後
、
会
津
に
転
戦
、

母ぼ

成な
り

峠
の
戦
い
に
敗
れ
仙
台

行
き
の
命
令
が
下
り
、
他
の

少
年
兵
と
出
発
す
る
が
、
足

を
痛
め
脱
落
。
ひ
と
り
米
沢

街
道
を
と
ぼ
と
ぼ
と
仙
台
を

め
ざ
す
。
田
村
に
は
あ
く
ま

で
土
方
歳
三
に
つ
い
て
、
戦

う
道
し
か
頭
に
な
か
っ
た
。

箱
館
戦
争
で
は
幹
部
伊
庭

八
郎
、
春
日
佐
衛
門
の
モ
ル

ヒ
ネ
服
毒
死
を
傍
ら
で
み
る

こ
と
に
な
る
が
、
榎
本
武
揚

総
裁
が
ま
だ
先
の
人
生
が
あ

る
の
だ
か
ら
降
伏
し
ろ
、
と

い
う
す
す
め
に
答
え
て
「
十

五
の
年
で
命
が
惜
し
け
れ

ば
、
五
十
で
も
惜
し
い
。
五

十
で
惜
し
け
れ
ば
七
、
八
十

で
も
惜
し
い
の
で
す
。
私
も

武
士
の
家
に
生
ま
れ
た
も
の

で
あ
っ
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
こ
の
城
に
立
て
篭こ

も

っ
た
以

上
は
死
す
る
覚
悟
で
あ
る
」

と
。森

崎
湊
は
最
後
の
武
士
と

し
て
自
刃
し
、
田
村
銀
之
助

は
大
正
十
三
年
、
六
十
九
歳

ま
で
決
し
て
平
坦
で
は
な
か

っ
た
人
生
を
生
き
き
っ
た
。

（
文
／
大
出
俊
幸
）

新
選
組
外
伝 
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し
五
月
末
に
は
新
曲
「
百
年

浪
漫
」
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
好

評
を
得
て
い
る
。
初
め
て
聴

い
た
と
き
八
十
年
代
ポ
ッ
プ

ス
の
よ
う
な
懐
か
し
さ
を
感

じ
た
の
は
、
サ
ッ
ク
ス
を
前

面
に
押
し
出
し
た
ビ
ー
ト
の

効
い
た
ア
レ
ン
ジ
の
せ
い
だ

ろ
う
か
。
今
月
五
日
、
文
化

会
館
で
行
わ
れ
る
流
山
市
カ

ラ
オ
ケ
演
芸
協
会
の
「
愛
の

ふ
れ
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ

ー
」
に
ゲ
ス
ト
出
演
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
向
小
金
の
カ

ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
で
一
人
「
こ

っ
そ
り
練
習
し
て
い
る
」
こ

と
も
多
い
と
笑
う
。「
歌
を

聴
い
て
元
気
に
な
っ
た
」
と

言
わ
れ
る
の
が
一
番
嬉
し

い
。
大
人
の
雰
囲
気
を
漂
わ

せ
た
歌
だ
が
、
若
者
の
間
で

も
静
か
な
ブ
ー
ム
が
お
き
て

い
る
。
流
山
か
ら
「
日
の
出
」

の
勢
い
で
躍
進
し
そ
う
な
素

敵
な
笑
顔
と
歌
声
に
ご
声
援

を
。

田
村
銀
之
助
と
そ
の
家
族
（
山
脇
雅
子
さ
ん
提
供
）

5日のチャリティショーにゲスト出演

地元後援会に支えられ

さとやま塾「市野谷の森の文化財と自然保護」（NPO
法人NPOさとやま主催）＝9月5日�10時～、初石公民
館集合。資料代200円（小学生・会員無料）□問惠良�７
１５４－６７８８
ビーズ織編み一日体験（織づる会主催）＝①9月6日�、北
部公民館②9月7日�、南流山センターいずれも13時30分
～15時30分。参加費1,700円□問鶴岡�７１５９－５９９８
流山の野鳥の写真展（流山愛写会主催）＝9月11日�～
20日	9時～17時（11日は11時から、20日は16時まで）、杜
のアトリエ黎明。入場無料□問千代田�７１５８－３１９１
ベビーマッサージとお母さんのためのアロマセラピー

（ベビーサークル主催）＝9月17日�～10月21日�の間の
4日間13時～15時、シルバー人材センター。参加費4,500
円（4回分）□問登�０９０－６１７３－１２４０
クラシックギターコンサート（楽々クラブ主催）＝9
月19日�13時45分～15時15分、森の図書館。入場無料□問
砂川�７１５４－７０３５
秋季短歌大会（流山市短歌連盟主催）＝11月7日�13
時～17時、一茶双樹記念館。申し込みは、9月30日（必
着）までに住所、氏名、電話番号、詠草2首を明記し、
詠草料2,000円を定額小為替で添えて〒270－0141流山市
松ケ丘4－505－90武田へ□問武田�７１４８－２８１０
墨舟会「水墨画展」＝9月24日�～26日�9時～17時

（26日は16時まで）、初石公民館。入場無料□問石井�７１
５５－２６１７
映画「ほたるの星」上映会（同上映実行委員会主催、
市教委後援）＝9月25日�①14時～②18時～、文化会館。
菅原浩志監督の舞台あいさつも。大人前売り1,300円（当
日1,800円）、中学生以下1,000円、小学生団体（20人以上）
1人500円□問斎藤�７１５４－７５３９
第10回たばこと健康セミナー（国連支援交流協会流山
支部「女性・こども・命・未来を守る会」主催、市後
援）＝9月26日�9時～17時、南流山センター。入場無
料□問時任�７１５９－４９５４
第14回チャリティゴルフ大会（流山ライオンズクラブ
主催）＝9月29日�7時30分～16時30分、紫カントリーあ
やめ東コース（野田市）。参加費6,000円（プレイ費別途）
□問流山ライオンズクラブ事務局�７１５９－５１３８

流山市体育協会柔道部＝①東部柔道場…日・水・土
曜、北部柔道場…日・水・金曜、南部柔道場…日・火・
木曜（日曜は10時～12時、それ以外の曜日は19時～21時）
□問吉成�７１５８－３６３０
笛と太鼓の会「初」（笛、和太鼓、オカリナ、ジャン
ベ）＝毎月第1～3木・土・日曜13時～18時、主に初石公
民館□問小平�７１５２－３４６８
ハッピーバード（体操）＝毎週土曜9時～10時30分、
ビッグバード（東初石）□問高橋�７１５９－４４０９
野ばら会（ペン習字、細筆）＝毎月第2・4水曜10時～
12時、初石公民館□問河崎�７１５４－８２２５
サークルO・D（社交ダンス）＝毎週木曜18時～21時、
文化会館□問猪越�０９０－８４９６－５８３０
星の会（囲碁）＝毎週水・金曜12時30分～16時30分、
コミュニティプラザ□問阿部�７１５４－５５３３
唱人の森（女声合唱）＝毎週金曜10時～12時、森の図
書館ほか□問武富�７１５３－６７０９
江差追分会＝毎週木曜19時～21時、主に思井福祉会館
□問吉岡�７１５９－４０９７
カンティアーモ（混声合唱）＝毎週土曜18時30分～21
時、主に思井福祉会館□問小宮�７１４４－７８８５
ガンバルンバ（フィットネス）＝毎週火曜10時～11時
30分、東部公民館□問鹿島�７１４５－１２４１

サ　ー　ク　ル

▼
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★印のあるものは市主催のものです 

★
「
男
の
料
理
」
講
座

（
全
６
回
）

▽
日
程
＝
10
月
７
日
・
21

日
、
11
月
４
日
・
18
日
、
12

月
２
日
・
16
日
の
木
曜
い
ず

れ
も
10
時
〜
13
時
▽
場
所
＝

東
部
公
民
館
▽
対
象
／
定

員
＝
男
性
の
市
民
（
前
回
受

講
者
を
除
く
）
／
16
人
（
多

数
抽
選
）
▽
内
容
＝
ご
飯
の

炊
き
方
、
煮
物
な
ど
▽
参
加

費
＝
５
０
０
０
円
（
材
料
費
）

▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に
「
男
の
料
理
講
座
」
希
望
、

住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

９
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に

〒
２
７
０
―

０
１
７
６
流
山

市
加
１
―

16
―

２
流
山
市
文

化
会
館
へ
※
ハ
ガ
キ
１
枚
に

つ
き
１
人
で
、
重
複
申
し
込

み
不
可

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８

―

３
４
６
２

★
身
体
障
害
者
の
た
め
の

料
理
講
座

▽
日
時
＝
９
月
14
日
�
10

時
〜
13
時
▽
場
所
＝
初
石
公

民
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内

在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
方
／
20
人
（
先

着
順
）
▽
内
容
＝
調
理
実
習

「
夏
の
疲
れ
に
良
い
メ
ニ
ュ

ー
（
五
穀
米
、
地
中
海
風
サ

ラ
ダ
、
ネ
バ
ネ
バ
野
菜
和
え
、

も
ず
く
ス
ー
プ
）」
お
よ
び

自
助
具
の
紹
介
▽
参
加
費
＝

７
０
０
円
（
材
料
費
）
▽
持

ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▽
申
し
込
み
＝
９
月
10
日
ま

で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ

□問
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
５
―

３
６
３

８
／
�
７
１
５
３
―

３
４
３

７
★
初
心
者
の
た
め
の
ワ
ー

ド
初
級
講
座
（
全
３
回
）

▽
日
程
＝
10
月
１
日
・
８

日
・
15
日
の
金
曜
い
ず
れ
も

13
時
30
分
〜
15
時
30
分
▽
場

所
＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
文
字
入
力
で
き
る
方
／

18
人
（
多
数
抽
選
）
▽
参
加

費=

１
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
等
）
▽
申
し
込
み
＝
往

復
ハ
ガ
キ
に
「
ワ
ー
ド
初
級

講
座
希
望
」、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
年
齢
を
明
記
し
、

９
月
10
日
（
必
着
）
ま
で
に

〒
２
７
０
―

０
１
７
６
流
山

市
加
１
―

16
―

２
流
山
市
文

化
会
館
パ
ソ
コ
ン
係
へ

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８

―

３
４
６
２

★
再
就
職
を
め
ざ
す
女
性

の
た
め
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
パ
ソ
コ

ン
ソ
フ
ト
）
講
座
（
全
４
回
）

▽
日
程
＝
10
月
２
日
・
９

日
・
16
日
・
23
日
の
土
曜
い

ず
れ
も
９
時
30
分
〜
12
時
▽

場
所
＝
文
化
会
館
▽
対
象
／

定
員
＝
再
就
職
を
め
ざ
す
女

性
（
市
民
）
／
20
名
（
多
数

抽
選
）
▽
内
容
＝
女
性
の
再

就
職
に
役
立
つ
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使

っ
た
図
面
作
成
の
習
得
▽
参

加
費
＝
１
５
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
等
）
▽
申
し
込
み
＝

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
再
就
職
を

め
ざ
す
女
性
の
た
め
の
Ｃ
Ａ

Ｄ
講
座
希
望
」、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
（
返

信
用
に
も
宛
名
）
を
明
記
し
、

９
月
10
日
（
必
着
）
ま
で
に

〒
２
７
０
―

０
１
７
６
流
山

市
加
１
―

16
―

２
流
山
市
文

化
会
館
へ
※
一
時
保
育
（
２

歳
〜
就
学
前
児
）
を
希
望
す

る
方
は
、
子
ど
も
の
氏
名
、

年
齢
も
記
入

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８

―

３
４
６
２

★
簿
記
講
習
会
（
全
14
回
）

▽
日
程
＝
10
月
８
日
〜
11

月
30
日
の
火
・
金
曜
（
11
月

19
日
・
23
日
を
除
く
）
い
ず

れ
も
10
時
〜
15
時
▽
場
所
＝

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
11

月
26
日
・
30
日
は
野
田
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
野
田

市
））
▽
対
象
／
定
員
＝
就

労
希
望
者
で
簿
記
検
定
３
級

取
得
を
目
指
す
市
民
／
30
人

（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝

無
料
（
教
材
費
・
受
験
料
は

自
己
負
担
）
▽
申
し
込
み
＝

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
簿
記
講
習

会
希
望
」、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
（
返
信
用

に
も
宛
名
）
を
明
記
し
、
９

月
10
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒

２
７
０
―

０
１
９
２
流
山
市

役
所
商
工
課
へ

□問
商
工
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
５

★
博
物
館
子
ど
も
教
室

▽
日
時
＝
９
月
11
日
�
13

時
30
分
〜
▽
場
所
＝
中
央
図

書
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内

在
住
の
小
・
中
学
生
／
20
人

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
ろ
う

石
か
ら
勾
玉
を
作
る
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
き

ょ
う
１
日
か
ら
電
話
で
博
物

館
へ
※
服
装
は
自
由
で
す

が
、
石
の
粉
で
白
く
汚
れ
ま

す
□問
博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

★
市
臨
時
職
員
（
延
長
・

臨
時
保
育
士
）
の
募
集

▽
対
象
＝
保
育
士
の
資
格

を
有
す
る
方
▽
勤
務
地
＝
①

延
長
保
育
士
…
中
野
久
木
・

江
戸
川
台
・
名
都
借
・
長

崎
・
向
小
金
保
育
所
②
臨
時

保
育
士
…
全
公
立
保
育
所

▽
勤
務
時
間
＝
①
月
〜
金
曜

…
７
時
〜
８
時
30
分
、
16
時

〜
19
時
／
土
曜
…
７
時
〜
８

時
30
分
、
11
時
30
分
〜
19
時

②
月
〜
金
曜
…
８
時
30
分
〜

17
時
／
土
曜
…
８
時
30
分
〜

12
時
▽
時
間
給
＝
い
ず
れ
も

９
３
０
円
（
交
通
費
別
途
支

給
）□問

保
育
課
�
７
１
５
０
―

６
１
２
４

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
試

験
公
開
模
擬
試
験

▽
日
時
＝
９
月
29
日
�
14

時
〜
18
時
▽
場
所
＝
野
田
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
野

田
市
）
▽
定
員
＝
１
０
０
人

（
先
着
順
）
▽
費
用
＝
５
０

０
円
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

同
セ
ン
タ
ー
へ

□問
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
�
７
１
２
１
―

１
１

８
４★

市
内
小
作
地
の
所
有
状

況
の
縦
覧

▽
期
間
＝
９
月
１
日
�
〜

30
日
�
（
土
・
日
曜
、
祝
日

を
除
く
）
▽
時
間
＝
８
時
30

分
〜
17
時
20
分
▽
場
所
＝
農

業
委
員
会
事
務
局

□問
農
業
委
員
会
事
務
局
�

７
１
５
０
―

６
１
０
２

★
市
内
小
・
中
学
校
科
学

作
品
展

▽
日
程
＝
９
月
11
日
�
・

12
日
�
９
時
〜
16
時
▽
場

所
＝
南
流
山
セ
ン
タ
ー
▽
入

場
料
＝
無
料

□問
指
導
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
５

★
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
の
再
生
品
（
自
転

車
）
の
販
売

▽
応
募
期
間
＝
９
月
１
日

�
〜
15
日
�
▽
場
所
＝
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館

▽
応
募
方
法
＝
展
示
コ
ー
ナ

ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る
自
転

車
の
う
ち
、
希
望
す
る
自
転

車
を
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

直
接
プ
ラ
ザ
館
（
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
課
）
窓
口
へ
※
多
数

抽
選
▽
自
転
車
の
引
き
渡

し
＝
自
転
車
は
現
金
と
引
き

換
え
で
、
運
搬
な
ど
は
各
自

で
行
っ
て
く
だ
さ
い

□問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―

８
２
５
０

★
赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
む
絵

本
の
紹
介

▽
日
時
＝
９
月
16
日
�
10

時
〜
11
時
▽
場
所
＝
東
部
公

民
館
▽
対
象
／
定
員
＝
妊
婦

ま
た
は
１
歳
半
ま
で
の
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
／
15
組

（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
き
ょ
う
１

日
９
時
か
ら
電
話
で
中
央
図

書
館
へ

□問
中
央
図
書
館
�
７
１
５

９
―

４
６
４
６

★
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
無
料

体
験▽

日
時
＝
９
月
10
日
�
10

時
〜
14
時
▽
場
所
＝
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
市
内

在
住
の
60
歳
以
上
の
方

□問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

７
１
５
２
―

２
３
７
３

不
動
産
フ
ェ
ア
「
お
困
り

ご
と
相
談
」

▽
日
時
＝
９
月
23
日
�
10

時
〜
15
時
▽
場
所
＝
柏
駅
東

口
サ
ン
サ
ン
広
場
▽
内
容
＝

弁
護
士
、
税
理
士
、
不
動
産

鑑
定
士
な
ど
に
よ
る
不
動
産

に
関
す
る
悩
み
ご
と
相
談
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
�
千
葉
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
東
葛
支
部
�
７
１

６
３
―

３
１
９
１

松
戸
税
務
相
談
所
の
開
設

の
お
知
ら
せ

▽
相
談
日
／
時
間
＝
９
月

９
日
以
降
毎
月
第
２
・
４
木

曜
／
10
時
〜
15
時
※
要
電
話

予
約
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
□問
松
戸
税
務
相
談
所
�
０

４
７
―

３
６
６
―

２
１
７
４

地
域
雇
用
受
皿
事
業
特
別

奨
励
金
に
つ
い
て

地
域
に
貢
献
す
る
事
業
を

行
う
法
人
を
設
立
し
、
条
件

に
あ
っ
た
雇
用
を
さ
れ
る
と

奨
励
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
※
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

□問
	
産
業
雇
用
安
定
セ
ン

タ
ー
地
方
事
務
所
�
０
５
７

０
―

０
０
５
４
４
０

デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
の
排

出
ガ
ス
対
策
に
補
助

粒
子
状
物
質
減
少
装
置
を

取
り
付
け
る
方
で
、
一
定
の

条
件
を
満
た
す
と
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

▽
受
付
期
間
＝
９
月
１
日

〜
10
月
29
日
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

□問
千
葉
県
大
気
保
全
課
�

０
４
３
―

２
２
３
―

３
８
０

２

講
座
・
講
演

資
格
・
求
人

駒木台児童館  
�７１５４－４８２１ 

会　　場 日　程　・　催　し　物 

江戸川台児 童 セ ン タ ー 
�７１５４－３０２６ 

向小金児 童 セ ン タ ー 
�７１７３－９３２０ 

思井児 童 セ ン タ ー 
�７１５９－５６６６ 

十太夫児 童 セ ン タ ー 
�７１５４－５２５４ 
野 々  下児 童 セ ン タ ー 
�７１４５－９５００ 
赤城児 童 セ ン タ ー 
�７１５８－４５４５ 

6日
�
21日��

工作の日 
オセロ大会 

11日��
25日��

チャレンジ大会 
オセロ大会、ドッジボール大会 

11日��
25日��

みんなで作ろう楽しい工作 
ドッジボール大会 

11日��
18日��

エアーホッケー大会 
マンカラ大会 

7日��
15日��

わいわいキッズ（コミュニティプラザ） 
青空集会（やまびこ公園） 

1日��
18日��

ビンゴ大会 
ウノ大会 

1日�、2日��
24日��

ビンゴ大会 
ドッジボール大会 

8・15・22・29日��
18日��

おはなしの日 
卓球大会 

子育て支援センターゆうゆう 
�７１４４－７９２６ 
　※「幼児グループ」　2・3歳（平成16年4月1日現在）の児童
とその親を対象に、9月から平成17年3月までグループ活動を
実施します。パンフレットを9月2日・3日の10時～15時まで各
児童館（センター）で　配布いたします 

第25回流山市展の入賞作品を展示
します。２回目の展示となりますが、
前回とは別の作品を展示します。

□問生涯学習課�７１５０－６１０６

【流山市展入賞作品展Ⅱ 22日�まで】

「初秋」をテーマに流山市文化協会
華道部の作品を展示します。

【四季の花々展 6日�～10日�】

市民ギャラリー 今月の展示

展
　
　
示

縦
　
覧

そ
の
他

地下室を安全に使用するために
豪雨や洪水のときの地下室は危険で
す。
集中豪雨などにより地下室に流れ込
んだ水は、一瞬にして地下室を水没さ
せてしまいます。危険を感じたら地下
室には入らないこと、地下室からすぐ
に避難することが事故を防ぎます。
□問 県建築指導課指導防災室�０４

３－２２３－３１８３／市建築住宅課
�７１５０－６０８８

乳幼児期の子どもを持つ方の交流の場
【子育てサロン】▽日程／内容＝①９月10日／小
麦粉粘土であそぼ！②９月24日／とばしてみよ

う！紙とんぼ③９月17日／わらべうたのつどい※

いずれも金曜10時30分～11時30分▽場所＝文化会

館▽対象／定員＝親子／①20組②40組（いずれも

先着順）▽参加費＝①100円②150円③無料▽申し

込み＝電話で文化会館へ（③は申し込み不要）
【ひだまりルーム】▽日程＝９月７日・14日・21
日・28日の火曜10時～11時30分▽場所＝文化会館▽

内容＝保育ボランティアグループ「ひだまり」の

メンバーとの遊びやおしゃべりなど※参加費無料、

申し込み不要
【南流山ひだまりサロン】▽日時＝９月16日�10
時30分～11時30分▽場所＝南流山福祉会館▽内容＝

「ひだまりルーム」と同じ※参加費無料、申し込み

不要

□問文化会館�７１５８－３４６２

古文書を探しに行きませんか
博物館では、古文書を公開している施設を見学し、
収蔵史料の性格について考える「史料探索講座」を
別表のとおり開催します。あなたも悠久の歴史に思
いを馳せてみませんか。
▽対象／定員＝市内在住・在勤の方／25人（先着
順）▽参加費＝無料（交通費は各自負担）▽申し込
み＝きょう１日から電話で博物館へ
※ 見学終了後は現地解散とします。第1回目開催
の際に具体的な説明を行います
□問博物館�７１５９－３４３４

　史料探索講座日程表 
期　日 集合場所・時間 見学先 

9月29日„�

10月 6日„ 

10月20日„�

10月27日„�

11月10日„�

一茶双樹記念館 

　　博物館 

　　博物館 

　　現地集合 

　　博物館 

10時 

12時 

12時 

14時 

12時 

千葉県文書館（千葉市） 

国立公文書館（千代田区） 

埼玉県立文書館（さいたま市） 

大原幽学記念館（干潟町） 

成田山仏教図書館（成田市） 
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相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 市 民 相 談  市 民 相 談 室  

消 費 生 活 センター  

家 庭 児 童 相 談 室  

ケ ア セ ン タ ー  

コミュニティプラザ 

ケ ア セ ン タ ー  

心 の 健 康 相 談 室  

療育相談室（つばさ学園内） 

教 育 研 究 室  

平和台保育所�7158-1435／江戸川台保育所 
�7152-0648／向小金保育所�7174-8853

青少年指導センター 

法 律 相 談  

不 動 産 相 談  

登 記 相 談  

消 費 生 活 相 談  

子供悩みごと相談 

子 育 て 電 話 相 談  

心 配 ご と 相 談  

教 育 相 談  

青 少 年 相 談  

療 育 相 談  

酒 害 相 談  

高 年 齢 者 職 業 ・  
パ ー ト 相 談  

幼 児 こ と ば の  
相 談 室  

9：00～16：00毎週月～金曜 

10：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週火～金曜 

10：00～15：00毎週水曜 

９：00～16：30毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

13：00～16：009日・28日 

18：00～21：007日・24日 

９：30～16：30毎週月～金曜 

９：00～11：30毎週土曜 

〃 〃 

〃 

同相談室 

同センター 
�7158-0999

同相談室 
�7158-4144

職業相談室 
�7155-5885

同センター相談室 
�7158-7830

療育相談室 

年 金 相 談  

�7154-4844

療育相談室 
�7154-4844

�7144-7545

社会福祉協議会 

指導課 

流山断酒新生会 

�7159-4735

�7150-6105

交 通 事 故 相 談  

毎週火・木曜　 13：00～15：40

13：00～16：30毎月第１水曜 
※要電話予約 

※20日を除く。要電話予約 

※23日を除く。要電話予約 

 

13：00～16：00毎月第４水曜 
※予約は１週間前までに 

税 務 相 談  

外 国 人 相 談  〃 

子育て支援センターゆうゆう�7144-7926育 児 相 談  ９：30～16：30毎週月～金曜 

江 戸 川 台 福祉会館  

向 小 金 福 祉 会 館  13：00～16：0012日 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

市 民 相 談 室  

〃 

�7150-6110
国保年金課 

〃 

〃 

〃 

ハローベイビー 

妊娠5～8カ月の妊婦及び夫対象。母子
健康手帳、筆記用具を持参。運動しや
すい服装で※10日からの参加者は3日ま
でに申し込みを 

相談あんない 

保健あんない 

毎週月～金曜　 ９：00～17：00

保健センター 
�7154－0331〈       　  〉 

〈　　　　       　  〉 

�7158-1616

13：00～16：30毎月第３水曜 
※要電話予約 

10：00～15：0017日��
※要電話予約 

13：00～16：00毎月第２水曜 
※要電話予約 

※要電話予約。9日はアルコール相談 

9：30～15：3010日 
※要電話予約。先着12人 

保健センター 3日・10日・17日 
　　　12：30～12：50

心 の 健 康 相 談  �7150-6081
障害者支援課 

悩 み ご と 相 談  
（ 人 権 ・ 行 政 ）  

10：00～15：00毎週月曜 

カムカム 
平成15年8月～11月生まれの乳児対象。子
供の歯と食生活について。歯ブラシ、おしぼ
りを持参。定員20組※先着順・要予約 

キッズ 22日　  9：45～10：00 南流山福祉会館 

保健センター 16日　  9：30～10：30
南流山福祉会館 24日　  9：30～10：30
東 部 公 民 館  28日　  9：30～10：30

モグモグ教室 
4～5カ月児の離乳食指導。母子健康手帳、
器とスプーンを持参。定員20人※先着順・
要予約 29日　 10：15～10：30

17日　 10：15～10：30

南流山センター 

保健センター 

３ カ 月 児  
健 康 診 査  

14日・15日 
　　　12：45～13：45 保健センター 平成16年5月生まれの乳児対象 

コスモスの会 
 痴呆の家族を介護している方の集いなど

※初めて参加の方は事前に問い合わせを 

未熟児等発達相談 
 
16日　13：00～14：00

9日   13：00～15：00

柏健康福祉センター 
首が座らない、歩かないなどの発達の遅
れが心配な0～1歳児対象※要予約 

療 育 相 談  

 

16日　13：00～14：00 柏健康福祉センター 

柏健康福祉センター 

整形外科的な心配のある18歳未満の乳幼児・
児童対象。母子健康手帳持参 

女性クリニック相談 
 女性特有の体や心の悩みについて、女性医

師による相談※要予約（専用電話7160-1016） 

心の健康相談 

不 妊 相 談  

 
柏健康福祉センター 

精神障害または疑いなど、心の病で悩んでい
る本人や家族の方対象※要予約 

ア ル コ ー ル  
悩みごと相談 

 
柏健康福祉センター 

アルコール問題を抱えている本人や家族の
方対象※要予約 

1 歳 6 カ 月 児  
健 康 診 査  

7日・8日 
　　　12：45～13：45

3日・13日・15日・27日 
　　　14：00～16：00

14日・21日 
　　　13：30～15：00

6日 　　　14：00～16：00

柏健康福祉センター 不妊症に悩む夫婦を対象に、産婦人科の医
師による相談※要予約 

保健センター 平成15年2月生まれの幼児対象 

1日・2日  12：45～13：45 保健センター 3歳児健康診査 平成13年6月生まれの幼児対象 

育 児 相 談  
母子健康手帳を持参。今月は1歳未満の乳児
対象※兄弟で1歳未満の児がいる場合は、奇
数月に来所 

むし歯予防教室 
6日・14日・29日 
※時間は申込者に個人通知 保健センター 

2歳2カ月児対象（29日は1・2回参加済みの
幼児対象）。1歳6カ月児健康診査時に申し
込みを 

食 事 相 談  保健センター 生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり※要予約 
毎週月～金曜 
※時間は申込者に個人通知 

年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の
相談など。健康手帳・検診記録カードを持っ
ている方は持参 

成人健康相談 
保健センター 13日 9：30～11：30、13：30～15：30
南流山センター 14日　  9：30～11：30
北 部 公 民 館  15日　  9：30～11：30
東 部 公 民 館  17日　  9：30～11：30

文 化 会 館  10日　  9：30～11：30

リハビリ教室 

疾病・加齢等により心身の機能が低下して
いる方（介護保険認定外者等）を対象に、
日常生活動作訓練等を実施※事前に問い
合わせを 

柏健康福祉センター（柏保健所） 
�7167－1255

内　　容 期日・受付時間 場　　　所 備　　　考 

相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 

1日・8日・15日・22日 
10：00～ 

6日　10：00～ 

保健センター 

保健センター 

※転入者などで個人通知が届かない場合は保健センターへ問い合わせを 

休日は、休日診療所をご利用ください。
▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目）▽診療科目＝内科、
小児科、歯科▽受付時間＝９時～11時30分、13時～16時30分（歯科は11時
30分まで）※内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が当番制で
診療。当番医はあらかじめ市消防本部�７１５８－０１１９で確認を
□問休日診療所�７１５５－３４５６

休日の救急医療

き
ょ
う
一
日
か
ら
大
腸
が

ん
検
診
と
子
宮
が
ん
集
団
検

診
を
行
い
ま
す
。

す
で
に
登
録
（
申
し
込
み
）

さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
八
月

下
旬
に
受
診
票
を
送
付
し
ま

し
た
。
ま
だ
、
お
手
元
に
届

い
て
い
な
い
方
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

大
腸
が
ん
検
診
は
、
市
内

の
指
定
医
療
機
関
で
十
月
末

ま
で
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。子

宮
が
ん
集
団
検
診
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
な

ど
を
会
場
に
行
い
ま
す
。
検

診
の
日
時
や
会
場
は
、
受
診

票
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
子
宮
が
ん
検
診
は
、

市
内
指
定
医
療
機
関
で
の
個

別
検
診
も
通
年
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
集
団
検
診
・
個
別

検
診
ど
ち
ら
か
一
回
の
検
診

で
す
の
で
、
こ
と
し
四
月
一

日
以
降
に
子
宮
が
ん
個
別
検

診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
、
今

回
の
集
団
検
診
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

健
康
に
毎
日
を
暮
ら
す
た
め
に 

健
康
に
毎
日
を
暮
ら
す
こ
と
は
、
誰
も
が
何
よ
り
も
望

む
こ
と
で
す
。
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
日
々
の
自
己

管
理
が
大
切
で
す
。
市
で
は
、
各
種
検
診
や
健
康
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
病
気
の
症
状
が
な
く
て
も
き
ち

ん
と
検
診
等
を
受
け
、
健
康
に
不
安
が
あ
る
と
き
は
気
軽

に
ご
相
談
を
。
詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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大
腸
が
ん
検
診
と
子
宮
が
ん
集
団
検
診

き
ょ
う
１
日
か
ら
対
象
者
は
忘
れ
ず
受
診
を

▽日時＝①９月３日�９時30分～12時30
分、流山運転免許センター②９月８日�10
時～16時、流山工業団地③９月10日�９時
30分～16時、流山運転免許センター▽献血
のできる方＝16歳～69歳の健康な方（ただ
し、65歳以上の方は60歳から64歳までに献
血経験がある方）※献血手帳がある方は持参
□問保健センター�７１５４－０３３１

献血にご協力を

今
月
九
日
か
ら
、
市
内
十

一
会
場
で
結
核
・
肺
が
ん
検

診
（
下
表
参
照
）
を
行
い
ま

す
。

「
結
核
」
と
い
う
と
「
昔

の
病
気
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
で
も

こ
の
病
気
が
消
滅
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
肺
が
ん
」
は
早

期
発
見
・
治
療
が
大
切
で

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
＝
16
歳
以
上
の
市

民
▽
検
査
内
容
＝
胸
部
エ
ッ

ク
ス
線
間
接
撮
影
（
無
料
）

※
40
歳
以
上
の
方
で
、
問
診

の
結
果
に
よ
り
喀
痰
検
査
あ

り
（
負
担
額
３
２
０
円
）
▽

申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場

へ
※
過
去
３
年
間
に
市
の
結

核
・
肺
が
ん
検
診
を
受
診
さ

れ
た
方
に
は
、
受
診
票
を
送

付
▽
そ
の
他
＝
健
康
手
帳
ま

た
は
検
診
記
録
カ
ー
ド
を
持

参
□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
４
―

０
３
３
１

病歴の浅い統合失調症の患者さんを持つご家族を対象に、病気や治療方
法、患者さんへの対応などについて学ぶ講座を開催します。心配や不安を
抱えているご家族の皆さんは、ぜひ参加いただいてこの病気について正し
い知識と理解を。
▽日程＝９月22日・29日、10月６日・13日いずれも水曜13時30分～16時

（全４回）▽場所＝柏健康福祉センター（柏保健所）▽対象／定員＝流山
市・柏市・我孫子市・沼南町在住で統合失調症（発病から10年以内）の患者
さんを持つご家族※全日程参加できる方／40人（先着順）▽参加費＝無料▽
申し込み＝きょう１日から電話で柏健康福祉センター精神保健福祉課へ
□問柏健康福祉センター精神保健福祉課�７１６７－１２５５

精神保健家族教室のご案内

　結核・肺がん検診受診案内 

●受付時間：9時30分～11時30分、13時30分～15時30分（但し、網掛けの午前中は女性のみ） 
※当日は、無地でボタンや金具のない下着またはTシャツなどであれば、着用したまま受診できます 

9/10�、10/19� 

10/12� 

10/21� 

9/16�、10/14�午前のみ、10/20��

9/15��

9/14�、10/13�、10/22��

9/17� 

9/24�午前のみ 

10/15�午前のみ 

10/15�午後のみ 

文化会館 

東深井福祉会館 

松ケ丘自治会館 

江戸川台福祉会館 

北部公民館 

南流山センター 

東部公民館 

野々下福祉会館 

総合体育館 

思井福祉会館 

会　場 期　　　日 

9/9�、9/13
､9/24�午後のみ、9/28�、9/30�、 
10/14�午後のみ、10/18
、10/25
�保健センター 

結
核
・
肺
が
ん
検
診

今
月
９
日
か
ら
市
内
11
会
場
で
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「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

今
月
二
十
一
日
か
ら
三
十

日
ま
で
、
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
よ

る
交
通
量
の
増
加
で
、
事
故

の
多
発
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ

ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
で
は
、

音
楽
活
動
を
行
っ
て
い
る
若

者
を
対
象
に
、「
第
二
回
流

山
ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ

ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

出
演
者
全
員
で
企
画
・
運
営

す
る
手
作
り
の
音
楽
祭
で
す
。

こ
の
音
楽
祭
を
出
演
者
と

と
も
に
盛
り
上
げ
て
も
ら
お

か
ら
、
�
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
�
夕
暮
れ
時
と
夜
間

の
交
通
事
故
防
止
対
策
の
推

進
�
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底
―
を
重
点
目
標
に

「横断の老いの手助けるみんなの手」をスローガンに

者
協
議
会
で
は
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し

て
、「
交
通
安
全
ウ
オ
ー
ク

ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
日
＝
９
月
23
日
�
※

雨
天
決
行
▽
受
付
時
間
／
場

所
＝
８
時
30
分
〜
９
時
／
市

役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
対

象
／
定
員
＝
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
／
１
０
０
チ

ー
ム
（
１
チ
ー
ム
３
〜
４
人
）

※
多
数
抽
選
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ
に

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏

名
・
年
齢
、
代
表
者
の
電
話

番
号
を
明
記
し
、
９
月
10
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２

７
０
―

０
１
７
５
流
山
市
三

輪
野
山
７
４
４
―

４
流
山
警

察
署
内
流
山
地
区
安
全
運
転

管
理
者
協
議
会
事
務
局
へ

※
参
加
賞
ほ
か
、
豪
華
景

品
多
数
あ
り

□問
同
協
議
会
事
務
局
�
７

１
５
８
―

１
１
９
９
／
生
活

安
全
課
�
７
１
５
０
―

６
３

１
２

ま
す
。

▽
開
催
日
時
＝
平
成
17
年

２
月
19
日
�
・
20
日
�
▽
場

所
＝
文
化
会
館
▽
対
象
＝
音

楽
祭
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
▽
内
容
＝
ポ
ス

タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
作
成
、
会

場
の
受
け
付
け
・
整
理
、
舞

台
進
行
の
補
助
な
ど
▽
申
し

込
み
＝
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
２
７
０
―

０
１
７

６
流
山
市
加
１
―

16
―

２
流

山
市
文
化
会
館
へ
※
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
の
申
し
込
み
も
で
き

ま
す□問

文
化
会
館
�
７
１
５
８

―

３
４
６
２
／
�
７
１
５
８

―

３
４
４
２

う
と
、
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
や

舞
台
の
お
手
伝
い
を
す
る
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

時
30
分
〜
11
時
／
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
�
９
月
22
日
〜

12
月
８
日
の
水
曜
10
時
〜
11

時
30
分
／
野
々
下
福
祉
会
館

▽
対
象
／
定
員
＝
65
歳
ぐ
ら

い
の
市
民
／
�
50
人
�
30
人

※
い
ず
れ
も
先
着
順
▽
内

容
＝
ス
ロ
ー
ビ
ク
ス
、ス
ト
レ

ッ
チ
、
レ
ク
ゲ
ー
ム
な
ど
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝

水
筒
、タ
オ
ル
、コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
プ
ラ
ザ
会
場
は
体
育
館
用

競技種目 大 会 日 会　　場 対　　　象 問い合わせ 申込締切 

野 球  

卓 球   

ソフトテニス 

テ　ニ　ス 

バレーボール 

バスケットボール 

バドミントン 

柔　　　道 

空　手　道 

剣　　　道 

陸 上 競 技  

クレー射撃 

サ ッ カ ー 

ソフトボール 

ゴ　ル　フ 

ゲートボール 

カ　ヌ　ー 

弓　　　道 

10/３～11/28の 
日曜 

10/17��

10/17��
11/6�・20��

9/26�、�
10/3�・10��

10/17��
※雨天中止 

10/11��
※雨天決行 
10/3�・11�・�
24�、11/7�・�
14�・28��

10/11�・�
17�・24��

10/23�・31��

９/12�・ 
20�・23��

10/24� 

10/10� 

11/21� 

10/11� 

10/6� 

10/13� 

10/11� 

10/11� 

市総合運動公園野球 
場、河川敷野球場 

市民総合体育館 

市総合運動公園庭球場 

市野球連盟加盟チーム 

市内在住・在勤・在学者、 
連盟加盟者 

中学生、市内在住・在勤・ 
在学者、在クラブ員 

市民 

市内在住家庭婦人、 
市内在住・在勤一般男女 

市民 

市内在住・在勤・在学者、 
在クラブ員 

市内在住・在勤・在学者 
（小学生以上の男女） 

市内在住・在勤・在学者 
（幼年以上の男女） 

市内在住・在勤・在学者 
（小学生以上） 

市内在住者（小学生以上） 

射撃部または流山猟友会 
在籍者、一般有資格者 

市内在住・在勤者 

市内在住・在勤の一般男 
女チーム 

市民（学生を除く） 

会員、市内ゲートボール 
愛好者（６名以内） 

市内在住・在勤・在学者、 
カヌー部員 

市内在住・在学の経験者 

市総合運動公園庭球場 

市民総合体育館 

市民総合体育館 

市民総合体育館 

コミュニティプラザ 
体育館 

市民総合体育館 

市民総合体育館 

市総合運動公園陸上 
競技場 

ＳＫＢ成田射撃場 

市総合運動公園陸上競 
技場（トーナメント方式） 

上耕地運動場 

紫カントリークラブ 
あやめコース 

上耕地運動場 

江戸川（流山北高校 
付近） 

流山北高校弓道場 

９/３��

10/４��

10/７��

９/11��

９/30��

受付終了 

10/10��

９/15��

10/30��

９/12��

９/30��

　 

９/16��

９/25��

９/10��

９/30��

10/10��

９/30��

当日会場で 
受け付け 

高沢 
�7158－2551

斉田 
�7154－9535

新保 
�7154－6746

秋元 
�7154－5606

澤畑 
�7158－4892

小縣 
�7159－9378

真通 
�7141－3366

吉成 
�7158－3630

張ケ谷 
�7158－3933

昆野 
�7159－0278

伊藤 
�7152－0036

寺嶋 
�7152－5744

長谷川 
�7156－0971

恩田 
�7153－1822

斎藤 
�7145－6480

門倉 
�7174－3857

熊代　�047－ 
491－2904

福井 
�7154－3221

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
市
内
で
は
、
市
民
体
育
大
会
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
で
は
、

気
軽
に
参
加
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
、
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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横断歩道は手を上げて 楽しみながらスポーツを 

横断歩道は手を上げて横断歩道は手を上げて 横断歩道は手を上げて 楽しみながらスポーツを 

み
ん
な
で
一
緒
に
盛
り
上
が
ろ
う

23
日
に
交
通
安
全
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

横断歩道は手を上げて 楽しみながらスポーツを 

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
べ
ン
ト
に
参
加
を 

一
緒
に
身
体
を
動
か
そ
う 

横断歩道は手を上げて 楽しみながらスポーツを 

手づくり音楽祭を 
　 　　  楽しもう！ 

第38回市民体育大会
申し込み受付中

各競技種目への参加申し込み等、詳
細については、直接問い合わせ先にご
連絡ください。

皆
さ
ん
は
、
流
山
市
歯
科

医
師
会
が
行
っ
て
い
る
「
訪

問
歯
科
診
療
」
と
い
う
制
度

を
ご
存
知
で
す
か
？
寝
た
き

り
の
方
で
入
れ
歯
が
合
わ

ず
、
思
う
よ
う
に
食
事
が
う

ま
く
取
れ
な
い
な
ど
、
歯
の

こ
と
で
お
悩
み
の
方
に
歯
科

医
師
が
訪
問
し
、
入
れ
歯
の

調
整
や
簡
単
な
治
療
・
歯
ブ

ラ
シ
の
仕
方
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
制
度
で
す
。

私
の
患
者
さ
ん
に
も
、
骨

折
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
軽

い
痴
呆
に
な
っ
た
お
じ
い
さ

ん
が
い
ま
し
た
が
、
そ
の
方

の
入
れ
歯
が
あ
る
日
突
然
壊

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
大
好
き
な
イ
ク
ラ
や

大
福
を
食
べ
ら
れ
な
く
な

り
、
お
じ
い
さ
ん
は
が
っ
か

り
。
日
に
日
に
身
体
の
調
子

も
悪
く
な
っ
て
、
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
の
助
け
が
な
け
れ
ば
生

活
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ん
な
市
民
の
皆
さ
ま
の
思
い

に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

通
院
で
き
な
い
か
ら
と
、

合
わ
な
い
入
れ
歯
で
無
理
な

食
事
を
さ
れ
て
い
る
方
、
何

と
な
く
虫
歯
が
気
に
な
っ
て

い
た
り
、
歯
の
手
入
れ
に
つ

い
て
知
り
た
い
と
思
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
な
ど
、
少
し

で
も
歯
に
つ
い
て
ご
心
配
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
か

か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
ま
た

は
市
の
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
文
／
菊
池
一
彦
）

ま
し
た
。
し
か
し
、
新
し
い

入
れ
歯
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、

お
じ
い
さ
ん
は
大
好
き
な
も

の
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
は
っ
き
り
し
ゃ
べ
る
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
、
若
々
し
く
会
話
の
量
も

格
段
に
増
え
た
そ
う
で
す
。

特
に
女
性
と
話
し
を
す
る
時

は
、
背
筋
も
伸
び
て
表
情
も

明
る
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

好
き
な
物
を
食
べ
る
こ
と

の
で
き
る
う
れ
し
さ
。
異
性

と
話
を
す
る
時
の
楽
し
そ
う

な
顔
。
お
口
の
中
の
健
康
は
、

生
き
て
い
く
上
で
最
も
大
切

な
こ
と
で
す
。
人
間
ら
し
く
、

楽
し
く
長
生
き
し
た
い
。
流

山
市
歯
科
医
師
会
で
は
、
そ

医療の現場から 
Vol.9

訪問歯科診療 
流山市歯科医師会 

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま

す
。
期
間
中
は
、
流
山
警
察

や
流
山
交
通
安
全
協
会
な
ど

と
連
携
し
、
啓
発
活
動
や
取

り
締
ま
り
を
強
化
し
ま
す
。

交
通
安
全
ウ
オ
ー
ク
ラ

リ
ー
に
参
加
を

流
山
地
区
安
全
運
転
管
理

子
ど
も
の
笑
顔
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
が
守
り
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

高
齢
者
の
た
め
の
健
康
・
体
力

ア
ッ
プ
講
習
会（
各
全
10
回
）

▽
日
程
／
場
所
＝
�
９
月

16
日
〜
11
月
25
日
の
木
曜
９

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

シ
ュ
ー
ズ
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の

軽
ス
ポ
ー
ツ
活
用
講
習
会

▽
日
時
＝
９
月
11
日
�
13

時
30
分
〜
15
時
30
分
▽
場

所
＝
市
民
総
合
体
育
館
▽
対

象
／
定
員
＝
自
治
会
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
老
人
会
・
婦
人
会
・
子

ど
も
会
・
各
種
サ
ー
ク
ル
の

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

リ
ー
ダ
ー
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
等
／
30
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち

物
＝
タ
オ
ル
、
水
筒
、
体
育

館
用
シ
ュ
ー
ズ
（
雨
天
時
）

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
へ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
の

つ
ど
い
「
海
浜
ぶ
ら
り
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
」

▽
期
日
＝
９
月
19
日
�
※

小
雨
決
行
▽
集
合
場
所
／
受

付
時
間
＝
Ｊ
Ｒ
南
流
山
駅
／

８
時
〜
８
時
20
分
▽
内
容
＝

海
浜
幕
張
の
浜
辺
と
日
本
庭

園
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
６
キ

ロ
）
▽
参
加
費
＝
１
０
１
０

円
（
交
通
費
含
む
）
▽
持
ち

物
＝
昼
食
、
水
筒
、
帽
子
、

タ
オ
ル
▽
申
し
込
み
＝
電
話

で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
―

１
２
１
２

横断歩道は手を上げて 楽しみながらスポーツを楽しみながらスポーツを 楽しみながらスポーツを


